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放　射　能　測　定　結　果�

ベクレル/kg生� 4 10農　産　物�大根（葉）�Cs-137

ベクレル/�� 1 12陸　　　土�未 耕 土 �Sr-90

ベクレル/�� 1 12陸　　　土�未 耕 土 �Cs-137

ベクレル/kg生� 1 11魚　介　類�あいなめ�Cs-137

ベクレル/kg生� 3 11指 標 植 物 �松　　葉�Cs-137

ベクレル/リットル� 5 10・11海　　　水�表 層 水 �Cs-137

ベクレル/kg乾� 5 10・11海　底　土�表 層 土 �
（ 砂 ）�

Cs-137

ベクレル/kg生� 6 10・11指標海産物�あ ら め �Cs-137

今期の調査の結果、女川原子力発電所による�
放射線および放射能の環境への影響は認められませんでした。�

（平成１9年10月～12月）�

　今期の調査結果は、下図のように過去の測定値の範囲内であり、女川原子力発電所による環境への影
響は認められませんでした。�

　各試料とも、過去の測定値の範囲内であり、女川原子力発電所による環境への影響は認められませんで
した。�

グラフの見方�

今期の測定値範囲�過去の測定値範囲�
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モニタリングステーションには、放射線を測定す
る精密機器や、気象を観測する風向風速計などの
測定器があります。�

モニタリングステーション、モニタリングポイント�
及び放水口モニター設置地点�
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用語説明�

　放射線に関する単位で、「物質や
組織が放射線のエネルギーをどの
くらい吸収したかを表す吸収線量
の単位」をグレイ（Gy）といいま
す。10億分の1を表すナノ(n)を用
いて、ナノグレイ(nGy)というよう
に使います。�

グレイ（Gy）�

　放射能を表す単位で、1ベクレル
とは「1秒間に1個の原子が壊れ、放
射線を放出すること」を表します。�

ベクレル（Bq）�
H-3�

Sr-90�

Cs-137

核種�

水道原水（飲料水）、海水（表層水）�

精米、あいなめ、かき、海底土�

降下物（月間、四半期間）、精米、大根（根）水道原水（飲料水）、�
浮遊じん、かき、あわび、むらさきいがい�

試料名�

今回の調査で測定したが検出されなかった試料�

核種／H-3…トリチウム　Sr-90…ストロンチウム90　Cs-137…セシウム137といいます。�

グラフの見方�
種　　　別�試 料 名 �核　種�
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今期の測定値範囲�

平成2～18年度�
測定値範囲�

試料数が複数の場
合は範囲で表し、1
つだけの場合は測
定値で表します。�

今期の測定値範囲�

過去の測定値範囲�

今期の測定値�

環境試料中の放射能濃度はどのように測定されているの？�
　海や陸から採取された試料は、以下のような手順で測定・分析され、�
女川原子力発電所の周辺環境の安全を確認しています。�

ゲルマニウム半導体検出
器などを用いて、試料中
にどのような放射性物質
が、どのくらい含まれて
いるかを測定します。�

試料中の放射性物質は極めて
微量なため、試料を乾燥、また
は灰にして容積を減らし、検出
感度を高めます。�

灰化�

採取した試料から必要な部分を
取り出し、重さをはかります。�

前処理�

測定・解析�

トリチウムやストロンチ
ウム90などのβ線しか
出さない放射性物質を測
定するために化学処理し
ます。�

化学処理�

中央監視局とは？�

　女川原子力発電所周

辺に設置された各モニタ

リングステーションから

送られてくる環境放射線

のデータをチェックする

のが「中央監視局」です。�

　中央監視局は、県原子

力センター内に設置され

ており、測定データについて保存・解析するなど、環境放

射線の常時監視を行っております。�

中央監視局（県原子力センター内）�



水温連続モニタリングによる水温調査�

　今期の調査結果から、温排水によると考えられる異常な値は、観測されませんでした。�
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水温・塩分調査�1
　今期の調査結果から、温排水によると考えられる異常な値は、観測されませんでした。�

2女川原子力発電所周辺の�

今期の調査の結果、女川原子力発電所周辺の�
温排水によると考えられる異常な値は観測されませんでした。�

（平成19年10月～12月）�

（ロ）測定点間の水温較差�
St.9（排水浮上点近傍）と�
St.6（1号機取水口）�
との水温較差�

St.9（排水浮上点近傍）と�
St.12（2号機取水口）�
との水温較差�

St.9（排水浮上点近傍）と�
St.14（3号機取水口）�
との水温較差�

St.9（排水浮上点近傍）と�
St.7（湾中央部）�
との水温較差�

St.9（排水浮上点近傍）と�
St.8（発電所前面）�
との水温較差�
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このグラフは、取水口と浮上点の海水の温度差が現れた日数を示しています。例えば、左下のSt.9とSt.6の12月の
グラフでは、温度差が-0.5℃～0.5℃の日が6日間、0.5℃～1.5℃の日が25日間計測されたことを表しています。�グラフの見方�

温排水の調査及び温排水の拡散�

用語説明�

　火力発電所や原子力発電所の復水器で蒸気の冷却に利用さ

れた海水は、発電所の放水口より海に温排水として放水します。�

　温排水は、自然の海水温度よりわずかに昇温していますが、

周辺の海水と混ざり合って温度を下げながら拡散し、自然の海

水温度に戻ります。�

　女川原子力発電所では、温排水が発電所の前面海域および周

辺海域へ与える影響を把握するため、発電所の前面海域および

周辺海域の43調査点で定期的に調査を行なっています。�
500 1,000 1,500 2,000 2,500m

1号機�
放水口�

2・3号機放水口�

O.P 0

※女川原子力発電所では、宮城県と東北電力（株）が季節ごとの
水温調査を実施している。�
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1～3号機温排水拡散予測範囲図�

温排水拡散範囲　断面図（水温の1℃上昇範囲・1～3号機）�

出典／東北電力株式会社「女川原子力発電所　第3号機の概要」�
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前面海域とは大貝崎と早崎を結ぶ線の内側（調査点11,12,�
16,17,18,20,21,22,29-37）をいいます。�
0.5ｍ、10.0ｍは、調査水深を表しています。�
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　今期の調査結果から、温排水によると考えられる異常な値は、観測されませんでした。�

平成19年10月10日調査� 平成19年11月9日調査�
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水温調査（モニタリング）位置図�
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グラフの見方�
水温連続モニタリングにより
海水温を測定しています。�

今期の�
測定値範囲�

昭和59～�
平成18年度の�
測定値範囲�

●A：女川湾沿岸（Ｓｔ.1～5,11）県調査地点�
★B：前面海域（Ｓｔ.6,8,9,12,14）東北電力調査地点�
★C：湾中央（St.7）東北電力調査地点�
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